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Product Showcase

Photo : Nakamura Tohru

ADSL（エー・ディー・エス・エル／Asymmetric Digital Subscriber Line） ：既存の電話線を利用した高速デジタルデータ通信技術。下り（電話局→家庭）の伝送速度は
数Mbpsで、上り（家庭→電話局）の電送速度の10～100倍になるのが特徴。日本ではNTT東日本と西日本、東京めたりっく通信などが試験サービスを開始している。

ダイアルアップルーター＆
ホームIPルーター

購入ガイド
ISDN IP接続サービスの試験開始、着実

に地歩を広げるCATV、試験提供が始まり

期待を集めるADSLサービスと、課金を気

にしない常時接続環境がすぐそこに見えて

きた。インターネットでできることが増え、

より生活に密着してくる今年こそ、幅広い

ステージで利用できるルーターで快適な接

続環境を構築しよう。

梅垣まさひろ

2年前にここでダイアルアップルーターを一

堂に集めてレビューしたときには、この機能が

ある、あの機能がない、この部分で性能に開き

があるなどという機能や性能の差がルーター選

びのポイントだった。最新のルーターでも機能

や性能を調べて表にまとめれば確かに相当の

機能差はある。だが、それはルーターの根幹を

なす部分以外の要素であることが多い。「ISDN

でインターネットを利用したい」この基本的なニ

ーズに対するアプローチでは、ほとんど差はな

くなった。それは、低価格化と多機能化の熾

烈な競争で生き残った現在のダイアルアップル

ーターが、どれをとっても完成度の高い鍛え上

げられたものばかりだからだ。

ダイアルアップルーターはいま、円熟期を迎

えている。だが、円熟期は同時に変革期でも

ある。ISDNダイアルアップルーターという完成

された市場を揺るがすもの、それは多くのイン

ターネットユーザーの長年の夢であった常時接

続への流れだ。CATV、ADSLなど、どれをとっ

てももはやその接続形態はイーサネット（10

BASE-T）直結であり、遅かれ早かれダイアル

アップルーターはホームIPルーターに取って代

わられることになるだろう。しかし、早まってはい

けない。常時接続を日本中どこでも利用でき

るようになるまでにはまだ時間がかかる。これ

から選択して購入するダイアルアップルーター

は、常時接続までの残された期間を快適に過

ごすための最後のダイアルアップルーター選び

となるのだ。

では、どうやって選択すればいいのか？答え

は簡単だ。多機能化した個々のルーターの特

徴をつかみ、その個性が自分に合うかどうか、自

分の環境に合うかどうかを見極めるだけだ。実

際どのルーターを選んでも、失敗したと思うこと

は絶対にない。ただ、自分に合ったルーターを

選んだときに、より多くの喜びと快適さを感じ

ることができるということなのだ。

円熟期を迎えた
ダイアルアップルーター

ダイアルアップルーター編 286ページ

ホームIPルーター編 294ページ
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IP接続サービス：NTT東日本、NTT西日本が提供するISDN回線を利用した定額制のインターネット接続サービス。通信速度64Kbpsでこのサービスに対応するプロバイダーと接続で
きる。プロバイダーの料金は別途かかる。現在、試験サービスが東京と大阪の一部で実施されている。

□ やっぱりアナログよりデジタル

アナログ回線＆モデムを使い続けているユ

ーザーはまだまだ多い。パソコンを買えば最初

からモデムが付いている時代だから、ISDNを

選ぶ機会がないままにアナログモデムを使い

続けているのではないだろうか。アナログ回線

は、ISDNに比べてインターネットに接続する

までに時間がかかるし、56Kbpsモデムでも

実質的には40Kbps程度で、回線が不安定と

いった問題点をはらんでいる。ISDNではそれ

らが解決されるばかりではなく、1回線で電話

2本分の容量がある。電話しながらインターネ

ットやファックスなどを同時に使えるメリットも

ある。基本料金は少し高くはなるが、それに見

合った快適さを手に入れられるのだ。今さらア

ナログじゃない。デジタルの時代なのだ。

□ i・アイプラン、IP接続サービスには

ダイアルアップルーターがベスト

しかも、ISDNだけに適用される各種割引サ

ービスや定額制のIP接続サービスもスタートし

た。従来に比べ課金を意識せずにインターネ

ットを利用できる条件が大きく広がってきたの

だ。特に注目なのが、全国どこでも利用でき

るi・アイプランである。これは、アクセスポイ

ントの電話番号（市内1番号のみ）を登録する

と、毎月一定の料金を払うだけで通話（通信）

料金が最大60パーセント割引になるサービス

だ。これを使えば、ダイアルアップルーターで

頻繁に自動接続をしても、課金をあまり気に

せず、ストレスなくインターネットを利用できる

ようになる。また、東京と大阪で始まったIP

接続の試験サービスは何度接続しても定額だ

から、ルーターを使わない手はない。TAを使

っていちいちダイアルアップ接続するのは悲し

すぎる。

□ 常時接続とISDN、

コスト差は縮まった？

一方で、常時接続サービスのADSLは月額

6,980円（NTT-MEの場合）、CATVが5,200

円（東急ケーブルテレビの場合）と定額で利用

できるサービスのコストは1万円を大きく割っ

てきた。ISDNでi・アイプラン1200を利用し

たときに月額4,000円強かかることを考えると

月額料金だけで言えばコスト差が縮まっている

（右の表を参照）。問題は、どれもまだ全国ど

こでも利用できるようにはなっていないことだ。

各サービスの料金体系

（※アナログ回線からの同番移行で、宅内工事なしの場合）
*1  ¥3,000分（8時から23時の利用で6時間分）まで利用可

新割引サービスや定額サービスの利用には
断然ダイアルアップルーターだ！

常時接続の夢は心地よい。しかし、誰もが安価に使えるようになるまでには、まだしばらく時間が

かかる。そこで、NTTの新割引サービスなども念頭に置いて、今すぐ使えるインターネット接続の

賢い方法を考えてみよう。すると、やっぱり便利なのはルーターなのだ。

ISDNダイアルアップルーターは、ご存じのとおり

IPルーターの一種だ。ルーターというのは、異な

るLAN同士を接続し、その間を流れるパケット

の経路（ルート）を制御するための機能や機器

の名称である。ISDN経由の接続でも、プロバ

イダーのLANとホームLANの間を接続している

ことに変わりはない。ただ、ISDNダイアルアッ

プルーターは、ルーター機能に回線制御やアナ

ログポート、電話機能などを加えて家庭や

SOHOのISDN回線事情に合わせた便利な機能

を満載したという特徴がある。対応する回線は

ISDNのほかに128 Kbpsまでのデジタル専用線

とOCNエコノミーが主で、CATVのようにユーザ

ーが接続する相手先がケーブルモデムのイーサ

ネットポートであるような場合には利用できな

い。そこで、CATVなどの新しい接続形態に対

応した新製品が出始めている。それがホームIP

ルーターだ。イーサネットポートを2つ持ち、従

ISDN 契約料 ¥ 800
（i・アイプラン1200） 工事費 ¥ 2,000

月額基本料金 ¥ 2,830
月額通信料金 ¥ 1,200 *1

（※別途ISDNの基本料金などがかかる）

OCNエコノミー 工事費 ¥ 10,000程度～
月額基本料金 ¥ 32,000

ADSL 初期費用 ¥ 29,800
（NTT-ME） 月額基本料金 ¥ 6,980

CATV 契約料 ¥ 20,000
（東急ケーブルテレビ） 工事費 ¥ 21,000～

月額基本料金 ¥ 5,200

来のダイアルアップルーター同様にDHCPや

NAT、IPマスカレードなどの機能が使え、CATV

などで複数のPCが使える便利なルーターだ。

イーサネットで接続する機器でルーターを使う場合は、イーサネットポートを2つ持つ

（単なるハブ機能ではダメ）ルーターが必要になる。

ホームIPルーター接続図

しかし、もしこれらの常時接続サービスが利用

できる地域に住んでいてインターネットを頻繁

に利用したいのなら、ぜひ使ってみることをお

すすめしたい。その場合、ダイアルアップルー

ターは使えないので、複数のPCを使うケース

ではホームIPルーターを使う。それ以外のユ

ーザーは、今のところi・アイプランなどを駆

使してダイアルアップルーターによるアクセス

環境を用意することになるだろう。

ホームIPルーターってなに？

インターネット 

ホームIPルーター ケーブルモデム 

デスクトップPC

ノートPC

イーサネット 

イーサネット 

CATV

ISDN 工事費 ¥ 2,000
（IP接続サービス） 月額基本料金 ¥ 8,000
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IP割り当て 

DHCP

192.168.0.11

IP割り当て 

アドレス変換（NAT）してインターネットへ 

BOD（回線幅制御） 

電話 ファックス 

192.168.0.10

192.168.0.11

192.168.0.10210.247.XXX.YYY

インターネット デスクトップPC

ノートPC

ルーター 

モジュラー 

ISDN回線 

DHCP

DNS（ディー・エヌ・エス／Domain Name System） ：インターネットで用いられるIPアドレスと名前を管理する仕組み。impress.co.jpなどといったインターネットで利用する
ドメインとマシンの名前は、すべてDNSによって管理されている。このDNSの運用を行うのがDNSサーバーで、クライアントのリクエストに応じて、名前やIPアドレスを返す。

［総復習］今さら誰にも聞けない人のために
ダイアルアップルーターの「基本」を知る

常時接続が使える一部のユーザーを除けば、現在のインターネット接続環境の主役はやはりダイアルアップルーターだ。

ここで初心に戻り、今一度ISDNダイアルアップルーターとは何なのか、なぜ便利なのかを押さえておこう。

□ TAとの決定的な違い

TAもISDNによるインターネット接続でよく

使われている。TAとルーター、どこが違うのだ

ろうか？接続形態で見るとTAはシリアルポー

トやUSBで、ルーターは10BASE-T（イーサ

ネット）でPCと接続する。したがって、TAはモ

デムと同じようにダイアルアップ接続をOS側

がコントロールしている。一方、ルーターに接

続したPCはLAN経由でインターネットに接続

することになるので、イメージとしてはむしろ常

時接続の場合に近い。必要なときにルーター

が自動的に接続してくれるので、PC上でブラ

ウザーを起動するだけで「ダイアルアップ接

続」を意識することなくインターネットにスムー

ズに接続できるのだ。この快適さが、ルーター

を王者たらしめている最大のポイントだ。

□ ルーターのインストール

ダイアルアップルーターの接続は非常に簡

単だ。回線側はISDN回線とモジュラーケー

ブルで、PCはLANカードを用いて10BASE-

Tケーブルで接続する（接続図参照）。LANカ

ードのインストールさえうまくいけば、ルーター

自体はただ接続して電源を入れるだけで待機

状態となる。PCの電源を入れてブラウザーの

設定画面が表示できれば、あとはユーザー名

やパスワードなどの簡単なプロバイダーの設定

をして終わりだ。PC側はインターネットと常時

接続している状態になるLANとして設定する

だけ。PC側には、ダイアルアップ接続に関す

る設定は一切不要だ。

□ ルーターの基本・必須機能

[ NAT／IPマスカレード ]

NAT（Network Address Translator）は、

IPアドレスを変換する技術のこと。これを拡

張して1つのIPアドレスを複数のマシンで共

有できるようにしたのがIPマスカレードだ。こ

の技術のおかげで、ダイアルアップで接続し

たときにプロバイダーから割り当てられた1つ

のIPアドレスを、複数のPCで共用できる。つ

まり、複数のPCでインターネットが同時に使

用できるのだ。これなくしては、ダイアルアップ

ルーターの真価が発揮できないまさに中核を

なす機能といえる。この機能を持たないダイ

アルアップルーターは存在しない。

[ BOD ]

BOD（Bandwidth On Demand）は、ISDN

回線の2本のBチャンネルを必要に応じて増

減する機能だ。2チャンネルを使って通信速

度を高めたり、不要になったら1本を減らし

たりする機能をスループットBOD、電話が使

いたいときなどユーザーの必要に応じて増減

する場合をリソースBODと呼ぶ。2チャンネ

ルのISDN回線を有効に活用する仕組みだ。

[ DHCPサーバー ]

DHCP（Dynamic Host Configuration Pro-

tocol）は、IPアドレスなどネットワークの設定

を動的に行うプロトコルだ。DHCPサーバー

機能を持つルーターでは、PCにIPアドレスを

あらかじめ設定しておく必要はなく、ルーター

が自動的に割り当ててくれる。必須ではない

が、なければIPアドレスの管理はとても面倒

になる。

[ ProxyDNS ]

ルーターがDNSへの問い合わせを代理

（proxy）で行う機能だ。ダイアルアップ接続

するプロバイダーが変わるとDNSサーバーア

ドレスも変わってしまうが、ProxyDNSがあれ

ばPCは常にルーターに対してDNSの問い合

わせを行えばいい。複数のプロバイダーに接

続する場合には、必須の機能だ。

ダイアルアップルーターを使ったインターネット接続図

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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無線対応ダイアルアップルーター 

ノートPC

デスクトップPC
無線LANカード 

無線LANカード 

ISDN回線 

配線なしで、部屋中どこでもインターネットが利用できる 

インターネット 

PIAFS 2.X対応 
ダイアルアップルーター 

PIAFS 2.X対応 
PHS電話機 

ノートPC

ISDN回線 

デスクトップPC

リモート接続 

外出先から、オフィスのPCにアクセス。もちろん、プロバイダーとのインターネット 
接続にも利用できる 

ISDN網 PHS網 

カテゴリー5：1995年にANSI/TIA/EIA-568A規格として定められたLAN配線ケーブルの標準規格。最大周波数は100MHzで、100BASE-TXをカバーする。現在では、ギガビットイー
サネットにもこのケーブルが使われ、新たにエンハンスドカテゴリー5の規格が制定される予定。

MN128-SOHO Slotinによる無線LANシステム。ルーター

本体とノートPCにそれぞれMN128 SS-LAN Cardを挿入し

て使う。

手軽で便利！かゆい所に手が届く最新ダイアルアップルーター
注目の新機能をピックアップ

ルーターとしての基本機能では差がなくなってきただけに、特徴ある機能を前面に打ち出す

ものが増えてきた。PIAFS 2.X、無線LANへの対応、USB機能搭載、アナログモデム対

応など注目すべき最新機能がダイアルアップルーターの便利さをさらに加速する。

□ PIAFS 2.0/2.1対応

最新機能の中でも、もっともルーターらしい

のがこのPIAFS 2.Xへの対応だ。PIAFSは

PHSの標準のデータ通信規格で、従来の

PIAFS 1.X規格では通信速度が32Kbpsとモ

デム並みの速度しか出せなかった。しかし、新

しい規格であるPIAFS 2.Xでは64Kbpsによ

る通信が可能となり速度が2倍になった。こ

れはPHSによるデータ通信がISDNとほぼ同

等の速度になったことを意味し、PHSユー

ザ－にはうれしい機能だ。ただし、NTTドコ

モとアステルはPIAFS 2.0規格（いわゆるギャ

ランティー型）、DDIポケットはPIAFS 2.1規

格（ベストエフォート型）を採用していて、対応

に微妙な差がある。どちらも使いたいのなら

最新のPIAFS 2.1対応のルーターが必要だ。

このルーターに搭載されたPIAFS機能は、下

の接続図を見ていただければわかるように、ル

ーターをリモートアクセスサーバーとして使用

し、外出先からノートPCとPHSで自宅やオフ

ィスのデスクトップPCに接続するためのもの

だ。これだけの速度があれば、ファイル転送

もスムーズに行え、その利用価値は大きい。

□ 無線LAN対応

低価格化が進み、現実的に使える価格帯

になってきた無線LANへの対応も始まってい

る。家の中でインターネットを利用する場合、

ルーターを設置した場所から太くて厄介なイー

サネットケーブル（カテゴリー5）をPCまで配

線する必要があり、面倒なうえ見栄えもよくな

い。無線LANを使えれば、配線がいらないば

かりでなく家の中をノートPCで自由に動き回

れるようになる。テレビの前、ベッドの上、ベ

ランダ、それこそトイレでだってインターネット

にアクセスできるようになるのだ。昨年末から

通信速度2Mbpsの無線LANカードがおおむ

ね1万円台前半で発売されるようになり、家

の中やオフィスでも無線LANがインターネット

のアクセスラインとして選択肢に上がり始めて

いる。ルーターの対応としては、オプションの

カードなどを追加することで無線LANに対応

する製品が出始めており、今後ますます無線

への対応が進むと考えられる。また、今回の

ラインアップにはないが、無線LAN機能を最

初から備えた無線機能付きのダイアルアップ

ルーターもアイコムなど各社から発売中だ。

□ USBポート搭載

ノートPCユーザーにとっては、USBポート

の搭載が注目だ。ダイアルアップルーターの

USBポートはTAのそれとは異なり、ほとんど

がネットワークに対応している。USBポートを

ネットワークとして機能させる付属のドライバ

ーをあらかじめインストールしておくと、USBポ

ートに接続されたノートPCがネットワークに参

加できるのだ。これだとUSBポートを搭載し

た最近のほとんどのPCで、LANカードがなく

てもルーターが利用できる。USB接続は手軽

だし、ノートPCユーザーには便利。もちろん、

イーサネットに接続したほかのPCと同時にイ

ンターネットが利用できるだけでなく、それらと

のファイルやプリンターの共有もできる。USB

ポートは最大で12Mbpsの通信速度を持って

いるので、ネットワークの速度も十分だ。

PIAFS 2.0/2.1対応 無線対応

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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インターネット 

アナログモデム 

デスクトップPC

ノートPC

アナログ回線 シリアルケーブル 
で接続 

シリアルポート 

ダイアルアップルーター 

ネットミーティング：無償で利用できるマイクロソフトのオーディオ／ビデオコミュニケーションツール。インターネットを介して、ビデオ会議や音声によるコミュニケーションができる。
また、ホワイトボードでイメージを共有したり、テキストチャットの機能もある。

□ アナログモデム対応

シリアルポートにアナログモデムを接続する

と、アナログルーターとして使用できるちょっと

変わった機能を持つルーターが目立ってきた。

その使い道の1つ目は、アナログのリモートア

クセスだ。前出のPHSの場合と似たシチュエ

ーションで、携帯電話で自宅のPCにリモート

アクセスしようとする場合に、このアナログモ

デム対応のルーターが使える。また、2つ目の

使い方としては、ISDN回線が使えないときに

アナログ回線のルーターとして使うこともでき

る。どうしてもISDN回線を利用できないユー

ザーには、アナログモデム対応のアナログダイ

アルアップルーターとして使うことができるの

だ。もちろん、ISDN回線が使えるようになれ

ば、そのままISDNダイアルアップルーターとし

て使えばいい。アナログ回線のユーザーも、

気軽にルーターが使えるようになったわけだ。

□ 操作ボタン搭載

ルーターというと、LEDがいくつか付いた四

角い箱というイメージが強かったが、現在の多

くのルーターには表示のための液晶ディスプレ

イといくつかの操作ボタンが搭載されている。

設定や表示項目の多いものではルーターやア

ナログポートの初期設定から、メール着信確

認の実行やメールの表示、ハブの状態表示、

着信転送の設定と解除、回線の手動接続と

切断、回線幅の制御、発着信履歴の表示な

ど、データ通信からアナログ、電話機能にい

たるまでブラウザーでしか設定できなかった多

くの項目が、操作ボタンと液晶表示で選択し

て設定できるようになっている。

□ 簡単設定

また、初心者にとって大事なのが設定の容

易さだ。ブラウザーで設定できるのは当たり前

だが、特に初心者向けの「簡単設定」のような

画面からプロバイダーのアクセスポイントとユ

ーザー名、パスワードを入力するだけで設定で

きる画面をほとんどのルーターが持っている。

詳細設定画面を明確に区別することで、初心

者ユーザーが誤って不要な設定をしてしまうの

を防げるのだ。また、それに加えて専用の設

定ツールを備えるダイアルアップルーターもあ

る。なかには、LANカードの設定についても

チェックするものまであるという徹底ぶりだ。

LANカードが動かせずにルーター設定にたど

り着けないユーザーがいることを考えると、確

かにこれらの機能は便利だ。

□ そのほかの新機能

ほかにも、プロバイダーに自動接続してメー

ルの着信を確認して表示するメール着信通知

機能や、メールを取ってきてPHSに転送する

機能などメールに関する機能が多くのルーター

で強化されている。また、シリアルポートでPC

と接続してTAとしても使える機能を持つもの

や、イーサネット経由でも同様にTAで接続し

たようにできる擬似TA機能を持つものもあ

る。ルーターだとうまく動かせないネットワーク

ゲームやネットミーティングでも、TAでの接続

なら問題なく利用できるので、特にゲーマーに

は必須の機能だ。

アナログモデム対応

NetVehicle-GX5の

液晶ディスプレイと

操作ボタン。

Comstarz Routerのかんたん設定画面。対応する7社のプ

ロバイダーから選択するなら、アクセスポイントも自動入力だ。

液晶ディスプレイと操作ボタンだけでできる主な機能

◎は、専用のボタンを割り当てられる

MN128- Net Volante NetVehicle MUCHO-E Comstarz 
SOHO Slotin RTA52i -GX5 Router

設定 設定初期化 ○ ○ ○ × ×

IPアドレス設定 ○ × ○ × ×

ダイヤルイン番号設定 ○ × × × ×

表示 発信者番号表示 ○ ○ ○ ○ ○

発着信履歴 ○ ○ ○ ◎ ◎

メール着信確認 ○ ○ ○ × ○

累積課金確認 ○ ○ ○ × ×

操作 着信転送 ◎ ○ ◎ × △電話のみ

インターネット接続、切断 ◎ ◎ ○ × ◎

回線幅（1B-2B）手動切り替え × × ◎ × ◎

電話帳から発信 ○ × × × ×
MN128-SOHO Slotinの

液晶ディスプレイと操作

ボタン。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 2000/4 289

Product Showcase

CSV（シー・エス・ブイ／Comma Separated Value）：各項目の間をコンマで区切ったデータフォーマット形式。表計算ソフトや住所録ソフトのもっとも汎用性の高いデータ交
換方式で、それらのほとんどはCSV形式の読み込み、書き出しをサポートしている。

右側の細長いミゾがPC

カードスロットだ。プラグ

アンドプレイなので、SS

無線LANカードを挿せば

すぐに動作を開始する。

最新ダイアルアップルーターラインアップ
無線LANへの対応など常に先進の機能を提供するNTT-MEのMN128-SOHO Slotinをはじめとして、円熟期

にふさわしい多機能＆高性能のダイアルアップルーターが各社出揃った。これらの最新ダイアルアップルーターを徹

底的に検証してみよう。

無線LANにも対応可能で拡張性バツグン

MN128-SOHO Slotin
発売元 ：株式会社エヌ・ティ・ティ エムイー
製造元 ：株式会社ビー・ユー・ジー
価格 ：59,800円
サイズ ：W78×D210×H180（mm）
問い合わせ ：0120-128-064

www.ntt-me.co.jp/mn128/

NTT-MEのMN128-SOHOシリーズ最新作

がこのMN128-SOHO Slotinだ。その名のとお

り背面に2つのPCカードスロットを持ち、無

線LANカードなどのPCカードを挿入してルー

ター機能をハード的にも拡張できるダイアル

アップルーターだ。使いやすさと機能のバラ

ンスで圧倒的にユーザーの支持を得ている定

番ルーターMN128-SOHO SL11の機能と性能

を受け継いでいるだけに、その使い勝手のよ

さはバツグン。SL11よりも定価で1万円高い

が、CPUにPowerPC/50MHzを採用した高性

能ぶり、USBポートの標準装備、ディスプレ

イと操作ボタンによる快適な操作性など、SL

11と比べても多くの改善や機能と性能のアッ

プが図られており、たとえ無線LANを使う予定

がなくてもあえてこちらの購入をおすすめした

い。PCカードスロットには、すでに発売され

ているデータ通信速度2Mbpsの無線LANカ

ード「MN128 SS-LAN Card」（12,800円）のほ

かに、11Mbpsの高速無線LANカードやアナ

ログルーター機能が使えるようになるファック

スモデムカードも発売が予定されている。SS

無線LANカードはもちろん単体でも無線LAN

として使え、Slotinはそのアクセスポイントと

して機能する。無線LANはインストールがと

ても簡単で、マニュアルどおりに設定すれば

誰にでもすぐに利用できる。難点といえば、無

線LANカードがマッキントッシュには対応して

いないことぐらいだろうか。無線LANを使っ

たインターネット接続環境を整備したい人に

はもちろん、それ以外のあらゆるユーザーに

おすすめできる1台だ。

大きく見やすい漢字表

示のディスプレイと操作

性のよい十字カーソル、

操作ボタンが便利。左

下の扉の中には、10

BASE-TとUSBポート

がある。

課金管理＆ログ解析ツールで
i・アイプランも賢く使いこなせ Con自体がsyslogサーバー機能を持っていて、

MN128-SOHOシリーズからのログを取得す

る。接続、切断や課金の状態などを細かく管

理できるようになっている。課金管理では、毎

月の合計を表示できるほか、i・アイプランにも

対応し、データをCSV形式のファイルでの出力

も可能と、課金管理には強力なツールだ。も

ちろん、接続や切断、回線幅切り替えなどにも

タスクトレイのアイコンから容易にアクセスでき

る。なお、VehicleCon、RtCon、CrConと他

社のルーターに対応した類似ソフトもある。

MnCon入手先

i・アイプラン1200を申し込んでインターネッ

トの接続課金の節約を考えているのなら、接続

時間を管理できるソフトを使うのがおすすめ。実

際にどのくらいの時間インターネットを使ってい

るのかを把握すれば、最適な割引サービスの

選択が可能になるからだ。そこで、ルーターに対

応した課金管理ツールを紹介しよう。MN128-

SOHOシリーズはそんな対応ツールが多いこと

でも有名だが、なかでもおすすめなのが「おお

にし」氏のMnCon（フリーソフトウェア）だ。Mn
i・アイプランへの対応も可能。複数の接続先も個々に

集計できる。www.genesissoft.com/software/
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セカンダリーアドレス：1つのLANインターフェイスに2つのIPアドレスを割り当てる際の2つめのアドレスのこと。ヤマハのRTシリーズのルーターには、ローカルとグローバルの異なるIP
アドレスを割り当てIPマスカレードで変換できる。

液晶ディスプレイ搭載で初心者に優しくなった

NetVolante RTA52i
発売元 ：ヤマハ株式会社
価格 ：49,800円
サイズ ：W74×D130×H197（mm）
問い合わせ ：0120-808-384

netvolante.rtpro.yamaha.co.jp

ネットワークのプロの間でよく使われている

「RTシリーズ」の家庭向け最新鋭ルーターが

RTA52iだ。キュービックデザインのRTA50iか

ら一変して縦型の細身のボディーとなった。基

本的な機能ではRTA50iと大きな違いはない

が、液晶ディスプレイとボタンによる操作性の

向上、8Mバイトのフラッシュメモリーを搭載し

て将来のバージョンアップに備えるなど、使

いやすさと性能を向上させている。RTA50i

のデザインは好評だったが、表示ディスプレ

イなどはなく、とっつきにくかった。ディスプ

レイがあればルーターの状態も容易に把握で

き、初心者にも安心だ。

しかし、何といってもヤマハのよさはルー

ター機能の部分が非常によくできている点だ。

上位機種のRT103iと比べても、暗号化など

一部搭載していない機能はあるものの、たと

えば常時接続時にセカンダリーアドレスを割

り付けてプライベートIPとグローバルIPの混

在が可能といったこのランクのルーターには

あまり搭載されていないような裏ワザ機能が

最初から盛り込まれているのだ。また、LSIを

自社開発して長年ISDNとルーターを扱ってき

たことが、その動作安定度やサポートのよさを

支える力となっている。安定動作を重視する

常時接続の環境で、ヤマハのルーターに根

強い人気があるのもその

点が評価されているから

だ。派手さはないけれど、

堅牢で将来も安心して使

えるルーターを望むなら

RTA52iはおすすめだ。

接続と切断がワンボタンで

操作できるようになった。

新搭載の液晶ディスプレイ

もスマート。

Mac OS9のDHCP問題が解決

とで、この新しいOpen Transportがインストー

ルできる。また、MacOS8.6ユーザーは新しい

Open Transportをアップルコンピュータのウ

ェブサイトからダウンロードして利用できる。

このDHCPの問題をめぐっては、ルーターの

「質」を垣間見ることになった。ヤマハのルー

ターでは、DHCPサーバーの機能を細かくユー

ザーが指定できたので、ややイリーガルな方法

ながらパラメーター設定でこの問題を回避で

きた。いざというときに、このような設計上の

ゆとりが差となって表れてくる。

Open Transport入手先

Mac OS9には、DHCPによるIPアドレスの

自動割り当て機能を使用すると、うまく動作し

ないばかりかハングアップしたような状態にな

るという問題があり、ダイアルアップルーター

のユーザーを悩ませてきた。特に、iMacや

iBookにはシリアルポートがなく、ルーターを

使うユーザーが多いため問題は深刻だった。

しかし、ようやくアップルからOpen Transport

2.6 日本語版が提供され、この問題に終止符

が打たれることになった。コントロールパネル

の「ソフトウェア・アップデート」を実行するこ 更新されたOpen Transport 2.6の情報。

ISDN関連のポート、4ポ

ートハブ、TAとしても使

えるシリアルポートなど標

準的なポートが並ぶ背面。

www.apple.co.jp
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PIAFS 2.1（ピアフ2.1／PHS Intenet Access Forum Standard 2.1）：モバイル・インターネット・アクセス・フォーラムが定めたPHSのための無線データ通信手順。従
来の1.X規格は32Kbpsの通信のみを規定していたが。2.Xで64Kbpsの通信手順が新たに加わった。

液晶ディスプレイはバ

ックライト付きで大きめ。ボ

タン操作で各種の設定もできる。

NetVehicleシリーズは息の長いロングランの

ダイアルアップルーターだ。長年かけて蓄積さ

れたソフトウェア資産は、そのまま機能の豊富

さとなって表れてくる。その中でもGX5で特に

注目すべきは、アナログモデムへの対応だろう。

シリーズで初めて搭載されたシリアルポートに

モデムを接続すると、モデムを使ってインター

ネットにアクセスできるようになる。もちろん、

リモートアクセスにも使えるから、外出先から

携帯電話でオフィスのPCにリモートアクセスす

るのに便利だ。PIAFS 2.1にも対応するので、

PHSによるリモートアクセスにも使え、まさに

マルチに使えるルーターといえる。電話機能で

は、不在時の電話着信を、電子メールで携帯

電話やPHSに通知する機能は業界初。メール

の着信通知やメールの転送機能も搭載して電

子メール環境に強いルーターとなっている。ま

た、前面右にあるフタを開ける

とアナログポートと

10BASE-Tポー

トがあり、背面

にはUSBポー

トを備えていて

ノートPCによるア

クセスもなかなかいい。

機能の豊富さ、ウェブページによるサポート

の細やかさは、自宅やSOHOで使いたい人に

もっとも適したダイアルアップルーターといえ

るだろう。

アナログ4ポートが目立つ。2＋2の構成

なので、2つは同じ設定で使うことになる。

Comstarz Routerは、とにかく操作の簡単さ

と家の中で使う利便性を追求したパーソナル

向けルーターだ。アナログポートはたとえば

「電話にファックス、モデム、ゲーム機やCSチ

ューナー……」というように、4つのアナログ

機器を収容できる4ポートを誇り、10BASE-T

ハブも4プラス1ポート。このプラス1ポートは

前面左側フタの中に配置し、頻繁に移動して

使うノートPCに適している。

設定画面では、わかりやすさが重視されて

いる。設定項目の横の？マークをクリックする

と、その項目のヘルプメッセージが表示される

し、「かんたん設定」では7つのプロバイダーの

アクセスポイントをメニュー形式で設定できる

機能も備える。簡単設定だけではなく、詳細

設定でもメニューの階層がシンプルで、項目

がわかりやすく整理されている。ネットワーク

にあまり詳しくないユーザーでも、これなら何

とか設定できるだろう。液

晶ディスプレイと操

作ボタンの機能が

少なめだが、1つの

ボタンに1つの機能

を割り当てるタイプ

なので、操作性は悪く

ない。誰にでもとっつきやすい家庭向けのル

ーターだ。

機能の豊富さやスマートなデザインが魅力

NetVehicle-GX5
発売元 ：富士通株式会社
価格 ：49,800円
サイズ ：W228×D247×H50（mm）
問い合わせ ：0120-89-4321

www.fujitsu.co.jp/hypertext/Products/

telcom/NV/GX5/gx5top.html

とにかく簡単な初心者向けルーター

Comstarz Router CMZ-RT-DP
発売元 ：日本電気株式会社
価格 ：49,800円
サイズ ：W220×D200×H60（mm）
問い合わせ ：0120-498-563

ccsd.biglobe.ne.jp/comstarz/router/

USBポートが前面にないのがやや残念。シリアルポートは、

同シリーズ初の搭載だ。

一見わかりにくいが、左下部に10BASE-

Tポートのフタがある。2つの機能ボタン

は任意に設定でき、初期状態では接続/

切断や着信履歴表示に設定されている。
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フレームリレー：データの伝送方式の1つ。NTTコミュニケーションズが提供するスーパーリレーFRもこれに挙げられる。デジタル専用線に比べて遅延は大きくなるが、安価に利用でき
るため企業のLAN間接続などによく利用される。

ハブの状態などを表す

LEDと発着信履歴を確

認するボタンがある。現

在、ブルーとグリーンの

スケルトンモデルもウェ

ブサイトで発売中だ｡

業務用ネットワーク機器メーカーとしての実

績を持つ古河電工が、家庭、SOHO向け製品と

して発売しているのがこのMUCHOシリーズ

だ。一世代前のMUCHO-TLでは他社のルータ

ーと比べて機能的な面で見劣りする感じが否

めなかったが、MUCHO-Eシリーズの登場で基

本機能ではまったく遜色のないレベルになっ

た。同社の製品は、古くから企業のネットワー

クで使われてきた歴史があり、その実績を評

価する根強いファンがいることでも有名だ。

機能面では、まずシリアルポートを搭載して

TA機能を初めてサポートしたことが注目される。

ゲームやネットミーティングなど、ルーターだと

うまく動かないアプリケーションでも、TAとし

て使えば問題ない。また、液晶ディスプレイを

搭載し、発着信履歴を表示できる操作ボタン

を新設。ナンバーディスプレイを効果的に活用

できるようになった。そのほかの機能では、4

ポートのハブとDSUを内蔵しており、回線極

性の自動判別機能を搭載、アナログポートを3

ポート搭載など、ごく標準的な機能をまんべん

なく備える。なお、アナログモデムやフレーム

リレーに対応したMUCHO-EX（88,800円）、

VPNを搭載したMUCHO-EV（138,000円）など

ラインアップも充実している。

背面もシンプル。3ポー

トのハブ、アナログポー

ト、シリアルポート、回

線極性反転スイッチ、U

点、ACアダプター端子

などが並ぶ。

今回の6機種のなかで唯一3万円台の低価

格を実現した普及機だ。低価格ながら、シリ

アルポートを搭載してTA機能を備えているた

め、ルーターではうまく動かないゲームなど

でも安心して使える。また、イーサネットは

3ポート搭載だ。ただし、S/T端子はなく、ほ

かのISDN機器との併用はできない。また、

アナログポートは2台までブランチ接続でき

るものの1ポートしかないため、ホームテレ

ホンなどを接続して使うほかない。したがっ

て、同時に2台の電話機で電話をかけること

はできない。

設定は、ほかのルーターと同様にブラウザ

ーを使う。機能が多くないので、設定項目も

少なくシンプルだ。ISDNやアナログポートの

設定などは専用の設定ユーティリティー（ウ

ィンドウズ95/98/NT4.0とMacOS8.1以上に対

応）でも行える。

インターネット接続の機能ではまったく問

題ない水準ではあるが、あくまでもベーシッ

クな機能だけに絞り込まれている。このため、

将来的な拡張などを必要とせず、1回線の電

話回線が使えて簡単にダイアルアップルータ

ーでインターネット接続ができればいいとい

う入門ユーザーや、とにかく安いルーターが

欲しい人におすすめだ。

業務用機器メーカーが作った家庭向けルーター

MUCHO-E
発売元 ：古河電気工業株式会社
価格 ：49,800円
サイズ ：W60×D150×H190（mm）
問い合わせ ：03-3286-3116

www.furukawa.co.jp

基本機能に絞り込んで低価格を実現 発売元 ：オムロン株式会社
価格 ：36,800円
サイズ ：W50×D158×H170（mm）
問い合わせ ：03-5435-2010

www.omron.co.jp/ped-j/

4ポートハブ、アナログポ

ート3つ、S/T点2つなど

標準的なポート構成だ。

日本語表記のLED

が5つ。ディスプレ

イなどはないシン

プルなデザインだ。

縦置き、横置きと

も可能。

VIAGGIOホームルータMT128HR

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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ダイアルアップルーター
主要機能一覧表

MN128-SOHO Slotin NetVolante RTA52i NetVehicle-GX5 Comstarz Router MUCHO-E VIAGGIO ホームルータ
CMZ-RT-DP MT128HR

メーカー NTT-ME ヤマハ 富士通 NEC 古河電工 オムロン

問い合わせ先 0120-128-064 0120-808-384 0120-89-4321 0120-498-563 03-3286-3116 03-5435-2010

標準価格 ¥59,800 ¥49,800 ¥49,800 ¥49,800 ¥49,800 ¥36,800

実勢価格 ¥52,800 ¥39,800 ¥37,800 ¥37,800 ¥33,600 -

対応回線 INSネット64 ○ ○ ○ ○ ○ ○

OCNエコノミー ○ ○ ○ ○ ○ ×

専用線 ○ ○ ○ ○ ○ ×

アナログ × *1 × ○ × × ×

ハードウェア DSU ○ ○ ○ ○ ○ ○

S/T端子 2 2 3（うち1つはブランチ） 2 2 ×

LANポート 10BASE-T 10BASE-T 10BASE-T 10BASE-T 10BASE-T 10BASE-T

イーサネットポート 4 4 5（うち1つはブランチ） 5（うち1つはブランチ） 4 3

USB 1 × 1 1 × ×

無線 2.4GHz帯2Mbps（DSSS方式）*2 × × × × ×

停電対策 単3アルカリ乾電池×6 単3アルカリ乾電池×8 単3アルカリ乾電池×8 単3アルカリ乾電池×8 単3アルカリ乾電池×6 ×

その他 PCカードスロット×2、 操作ボタン モデム接続用シリアルポート、 多機能フロントスイッチ 操作ボタン -

転送ボタン、接続/切断ボタン インフォメーションブザー

メニュー操作キー

アナログ機能 アナログポート数 3（2つはブランチ） 3 2 4（2つはブランチ） 3（1つはブランチ） 1（2台接続可）

INSネット64機能 ダイヤルイン/グローバル着信 ○ ○ ○ ○ ○ ○

フレックスホン ○ ○ ○ ○ ○ ○

INSボイスワープ ○ ○ ○ ○ ○ ○

INSボイスワープセレクト ○ ○ ○ ○ ○ ○

INSなりわけ ○ × × ○ ○ ×

i・ナンバー ○ ○ ○ ○ ○ ×

独自電話機能 コールウェイティング ○ ○ ○ ○ ○ ○

着信転送 ○ ○ ○ ○ ○ ×

3者通話 ○ ○ ○ ○（切り替えモード） ○ ×

コールバック × ○ × ○ ○ ×

なりわけ ○ ○ ○ ○ ○ ×

識別着信 ○ ○ ○ ○ ○ ○

TA機能 ○ ○ ○（仮想ダイヤルアップアダプタ） ○ ○ ○

シリアルポートLAN機能 ○ ○ ○（USBポートにて対応） ○ × ○

RVS-COM（G3ファックス）対応 ○ ○ × ○ × ×

PHSメール機能 ○ × × × × ×

ルーター機能 MP ○ ○ ○ ○ ○ ○

BACP/BAP ○ ○ ○ ○ ○ ○

リソースBOD ○ ○ ○ ○ ○ ○

スループットBOD ○ ○ ○ ○ ○ ×

課金管理/制限 ○ ○ ○ ○ ○ ×

テレホーダイ対応 ○ ○ ○ ○ × ×

無通信監視タイマー ○ ○ ○ ○ ○ ○

ルーティングプロトコル RIP、スタティック RIP、RIP2 RIP、RIP2、スタティック RIP、スタティック RIP、スタティック RIP

マルチルーティング △（ソースルーティングのみ） ○ ○ ○ × ×

RADIUS ○ × × × × ×

PIAFS着信 ○（64K、PIAFS 2.0）*3 ○（64K） ○（64K、PIAFS 2.0/2.1） ○（64K、PIAFS 2.0） ○（64K） ×

NAT AutoNAT NAT+IPマスカレード マルチNAT NAT、NATe NAT+ NAT+IPマスカレード

パケットフィルター ○ ○ ○ ○ ○ ×

データ圧縮 × VJC、StacLZS VJC IPヘッダ圧縮、StacLZS VJ、StacLZS ×

コールバック ○ ○ ○ ○ ○ ×

認証 PAP、CHAP、CallerID PAP、CHAP PAP、CHAP、CallerID PAP、CHAP、CallerID PAP、CHAP、CallerID PAP、CHAP

ブリッジ × × × × × ×

管理機能 DNSフォワーディング ○ ○ ○ ○ ○ ×

簡易DNS ○ ○ ○ ○ × ×

DHCPサーバー ○ ○ ○ ○ ○ ○

DHCPリレー × ○ × × × ×

DHCPスタティック設定 ○ ○ ○ ○ × ○

syslog ○ ○ ○ ○ ○ ×

メール着信通知 POP方式 POP方式 ○ *4 POP方式 × ×

掲示板機能 ○ × × ○ × ×

その他機能 モーニングコール機能 ブザー機能 モデムアクセスサーバー、 新着メールの転送 - -

Eメールエージェントなど

設定方法 telnet ○ ○ × ○ ○ ×

シリアルポート ○ ○ × × ○ ○

ブラウザー ○ ○ ○ ○ ○ ○

専用ツール MNマスター、設定らくだ パソコンセットアップユーティリティ × ○ ○ ○

電話機 ○ ○ ○*5 ○ ○ ○

最新ファームウェア 1.03 Rev.3.06.16 L45 - - -

アップデート方法 専用アップデータ 専用アップデータ、TFTP ブラウザー（ワンタッチダウンロード） ブラウザー ブラウザー、FTP ブラウザー

外形寸法（WxDxH mm） 78×210×180 74×130×197 228×247×50 220×200×60 60×150×190 50×158×170

重量 （電池除く） 約1.4Kg 800g 1.3Kg 約1.0Kg 800g 6

付属品　（ケーブル類） 専用シリアルケーブル（D-SUB9 ISDNケーブル、 ISDNケーブル、 モジュラーケーブル（6極2芯）、 モジュラーケーブル モジュラーケーブル、

ピンメス-メス）、Mac用変換 RS-232Cケーブル、 10BASE-Tケーブル、 10BASE-Tケーブル、RS-232C 10BASE-Tケーブル、

ケーブル（Mini-DIN8ピン）、 10BASE-Tケーブル、 USBケーブル ケーブル、D-SUB25ピン変換 RS-232Cケーブル、

ISDNケーブル、10BASE-T 9P-8PMac用変換ケーブル コネクター、Mac接続用 Mac用変換コネクター、

ケーブル、USBケーブル ケーブル、USBケーブル ACアダプター

*1   発売予定のファックスモデムカードで対応
*2   別途MN128 SS-LAN Card（12,800円）が2枚必要
*3   PIAFS 2.1対応予定あり（時期は未定）
*4   プロバイダーからのプッシュ型通知サービスは、@niftyのみ対応で、自動メールチェックはどのプロバイダーでも可能
*5   アナログ機能設定、IPアドレス設定など制限あり

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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インターネット ホームIPルーター ケーブルモデム 

デスクトップPC

ノートPC

CATV網 

ハブ 

快適で高速な常時接続を徹底活用！
CATV、ADSL対応ホームIPルーターを使おう

CATVやサービスインが待ち遠しいADSLなど、高速な常時接続環境が普通に使える時代が見えてきた。試行期間だがADSLをすで

に導入したというまことにうらやましいユーザーもいるだろう。ここでは、常時接続時代の必須アイテムとなるIPルーターを紹介しよう。

□ 快適な常時接続を実現する

CATVとADSL

CATV会社でもインターネット接続サービス

を開始するところが増えている。その大半が

月額固定料金でサービスを提供している。おお

むね5～6千円程度の料金で使い放題だ。し

かも数Mbpsから数十Mbpsという速度を提

供するところもあり、コスト、スピードの両面で

大変魅力あるサービスになっている。ただ難

点は、CATVの提供エリアでないと使えない

ことだ。一方、ADSLはNTTの電話線をその

まま使って、下り512Kbps、上り224Kbpsの

速度を実現（NTT-MEのサービスの場合）す

るものだ。NTTの回線を利用できるので

CATVに比べれば、サービスのエリアは広が

る可能性を持っている。どちらもその速度が

保証されているわけではないが、アナログや

ISDNを使った接続よりもはるかに高速である

ことは間違いない｡

□ CATVやADSLでも

ルーターを使う

ISDNからCATVなどの常時接続に移行す

る際に問題になるのが、複数のPCをどうする

かという点だ。CATVのサービスでは、PCは

1台のみといった契約条件になっている場合も

あるが、せっかくの常時高速環境なのにPCが

1台しかつなげないというのはいかにももった

いない。しかも、LANボードのMACアドレス

を登録することになっている場合などは、たと

えばマッキントッシュとウィンドウズマシンを切

り替えて使うといった方法がとれず不便だ。そ

こで、CATVなどでもISDNの場合と同じよう

にルーターが使えれば、複数のPCを接続して

利用できるようになるはず。そこに着目して最

近目立ってきたのがホームIPルーターだ。

□ ホームIPルーターとは？

ホームIPルーターは、2つのLANポートを持

つIPルーターのことで、CATVやADSLなどの

サービスを家庭内あるいはSOHOで活用する

ための機器だ。業務用のネットワーク機器で

ある汎用のIPルーターと区別するために、あえ

て「ホーム」と呼んでいるが、まだ製品のジャン

ルとして明確に位置付けられているわけではな

い。2つのLANポートはグローバル側とプライ

ベート側に分かれており、グローバル側をCATV

やADSLのケーブルモデムに接続し、プライベ

ート側にハブを介してPCを接続する。グロー

バル側とプライベート側の間にIPマスカレード

によるアドレス変換機能があり、これによって

プロバイダーから割り当てられた1つのグロー

バルアドレスをプライベート側のPCで共有で

きる。このためプライベートネットワーク上の複

数のPCが同時にインターネットにアクセスで

きるようになっているのだ。ただし、IPルータ

ーとはいっても汎用性がないものもあり、あく

までもプライベートネットワークをNATで接続

するためのものと考えたほうがいいだろう。

□ IPルーター選びのポイントは？

CATVなどでは、DHCPによって動的にIP

アドレスを割り当てる方法をとるところが多い

ため、ルーターのグローバル側IPアドレスを

DHCPで設定する機能は必須だ。今回テスト

した2機種では、初期状態でDHCPによるIP

アドレスの取得が行われるように設定されて

いた。また、トラブル時の解決がスムーズにで

きる点もポイントだ。CATVやADSLで使う範

囲ならば、設定はほとんど不要でケーブルを

接続して電源を入れるだけだが、いったん何か

問題が起きたときに、解決方法が用意されて

いるかどうかが重要になる。たとえば、DHCP

によるIPアドレスの取得がうまくいかない場合

に、状況を把握して解決できる方法がないと

どうしようもない。また、ゲームなどIPマスカレ

ードではうまく動作しないアプリケーションへの

対応はまだ十分とはいえないようだ。OSに

Linuxを採用したものでは、コマンドを使って

細かな設定ができるものもあるが、パワーユ

ーザーでないとまず無理だろう。いずれにして

も、初心者はCATV対応、ADSL対応と明記

されたものを購入するのがベストだ。

□ 購入時の注意点

先に述べたようにCATVのサービスを利用

する場合、契約条件によってはPCを1台しか

つなげない。グローバル側にホームIPルーター

を1台つないでプライベート側で複数のPCを

接続した場合、通常なら、CATVのサービスに

対してはルーター用のIPアドレス1つだけを申

し込めばいい。しかし、プロバイダーによっては、

実際にCATVのサービスを使うPC数に応じて

料金を請求したり、IPルーター自体が使えなか

ったりするところもあるので、IPルーター購入

の際は、CATVプロバイダーにまず確認しよう。

CATVインターネット接続図

インターネット ADSLモデム 

デスクトップPC

ノートPC

NTT回線 
NTT局 

ハブ 

ホームIPルーター 

ADSL接続図

MACアドレス（Media Access Controlアドレス）：ネットワークカードに割り当てられたID番号。ネットワークカードは1枚1枚固有の番号を持ち、イーサネットではこのID番号
を元にしてデータの送受信が行われる。
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ホームIPルーターラインアップ
ホームIPルーターはまだまだ製品が出始めたばかりだが、その中の代表的なもの2つをテスト

した。どちらもLinuxを組み込んだIPルーターだが、そのアプローチのしかたはむしろ対照的

といえる。大きさもまるで違う。

電源、ステータスLED、

シャットダウンスイ

ッチ、それに2つの

10BASE-Tポート

が背面にある。

フロッピーベースのLinuxと標準的なPCの

部品を使って開発されたIPルーターだ。コンパ

クトPCほどの大きさだが、ファンはなく静か。

システムフロッピーディスクを使って起動する。

設定はフロッピーディスク上にある設定ファイ

ルをエディターなどで変更する方法だが、CATV

などで使うのなら初期設定のままでも問題な

い。キーボードやディスプレイを接続するポー

トもあり、トラブル時にはキーボードでも操作

できる。手慣れたユーザーなら問題ないが、初

心者には難しいかもしれない。

ブラウザーで設定できる手のひらサイズIPルーター

子羊ルータ LAMB-RT-01
発売元 ：有限会社ワイルドラボ
価格 ：49,800円（ウェブサイト予約特価）
サイズ ：W93×D91×H30（mm）
問い合わせ ：メールのみ（ lamb-info@wildlab.com ）

www.wildlab.com

小型でシンプルなデザインのルーター。

本体前面のパネルを開

くと電源ボタンやフロッ

ピーディスクドライブが

ある。

フロッピーディスクで構成を変更できる

COOLGREEN Flex Router
発売元 ：クールグリーンコンピュータ有限会社
価格 ：39,800円
サイズ ：W78×D288×H279（mm）
問い合わせ ：045-640-3208

www.coolgreen.co.jp/router.html

製品名 標準価格 発売元 URL

CA2000 45,800円 （有）ルートテクノロジー www.routetech.co.jp/products/ca2000/ca2000.html

FutureNet CR-20 88,800円（通信販売54,800円） センチュリー・システム（株） www.centurysys.co.jp/product/cr20/cr20index.html

Proxy Router and DHCP Server 60,000円 （株）理経（製造元RINGDALE） www.rikei.co.jp/hbm/proxy.htm

プレステージ310 68,000円 （株）ブレーン www.brain-tokyo.com/prestige/

マイクロNATボックス オープンプライス ワールドアクセル（株） www.worldaxle.com/nat_top.html

ホームIPルーターラインアップ

ファイアーウォール：組織内部のネットワーク（LAN）と、インターネットなど外部のネットワーク（WAN）との間に、外部からの不正なアクセスを防ぐために設置する機器のこと。「フ
ァイアーウォール」という名前は、火災の延焼を食い止める「防火壁」（firewall）に由来する。

とにかく小さいIPルーターだ。設定はローカ

ル側に接続したPCからブラウザーで行う。小

さいながらも内部はLinuxをベースにした構成

で、常時接続環境のファイアーウォールとして

使うことも想定されている。ハードディスクな

どはもちろんなく、内部に16Mバイトのコン

パクトフラッシュメモリーが搭載されていて、そ

のメモリーでLinuxが動いている。ソフトウェ

アのアップデートも可能だ。将来的には、簡易

的なグループウェアやFTP、ウェブサーバーな

どの機能が提供される予定だ。
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 このファイルやその内容を改変したり、商用を目的として再利用することはできません。あくまで個人や企業の

非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。 

 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用する際は、出典として媒体名および月号、該当ページ

番号、発行元（株式会社インプレス R&D）、コピーライトなどの情報をご明記ください。 

 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 
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